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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと
、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２の出力を正規化することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
および前記第３の出力の最大値を選択することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の出力および前記第３の出力を正規化することをさらに備える、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　第４の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第４のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
、前記第３の出力および前記第４の出力の最大値を選択することを備える、請求項３に記
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載の方法。
【請求項６】
　前記第２の出力、前記第３の出力および前記第４の出力を正規化することをさらに備え
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合することと、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を備える、方法。
【請求項８】
　少なくとも前記第１の出力および前記第２の出力を正規化することをさらに備える、請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域における第１
の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の抽出された時間領域特徴は、２つの最大ピークの関数を備える、請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記２つの最大ピークの関数は、２つの最大ピークの相対的な振幅を備える、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の抽出された時間領域特徴は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセットを備え
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の抽出された時間領域特徴は、ピークエネルギーおよび平均エネルギーの関数
を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ピークエネルギーおよび前記平均エネルギーの前記関数は、前記ピークエネルギー
と前記平均エネルギーとの間の比率を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第２の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの第２の時間領域特徴を
抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　第３の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの第３の時間領域特徴を
抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記第１の抽出された時間領域特徴は、２つの最大ピークの関数を備え、前記第２の抽
出された時間領域特徴は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセットを備え、前記第３の抽
出された時間領域特徴は、ピークエネルギーおよび平均エネルギーの関数を備える、請求
項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１の出力、前記第２の出力、前記第３の出力および前記第４の出力のうちの少な
くとも３つを正規化することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　既知のＣＳＤモードをそれぞれ有するＣＩＲ信号を用いて、トレーニング期間中に前記
分類器をトレーニングすることをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項２０】
　未知のＣＳＤモードをそれぞれ有するＣＩＲ信号を用いて、動作期間中および前記トレ
ーニング期間の後に前記分類器を動作することをさらに備える、請求項１９に記載の方法
。
【請求項２１】
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項２２】
　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード３信
号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード４信
号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する周波数領域における第１の特徴を抽出することと、
　分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を備える、方法。
【請求項２５】
　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード３信
号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード４信
号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、請求項２５に記載の方法。
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【請求項２７】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　受信された直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）
を決定するためのＣＩＲユニットと、
　前記ＣＩＲユニットの出力に結合された第１の整合フィルタと、前記第１の整合フィル
タは、第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモード
で前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第２の整合フィルタと、前記第２の整合フ
ィルタは、第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記第１の出力および前記第２の出力に結合された入力を有する比較器と、前記比較器
は、前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するため
のものである、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項２８】
　前記第２の出力を受信するように結合されたノーマライザをさらに備える、請求項２７
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第３の整合フィルタと、前記第３の整合フ
ィルタは、第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、をさらに備え、
　ここにおいて、前記比較器は、前記第３の出力に結合された入力をさらに備える、請求
項２７に記載のモバイルデバイス。
【請求項３０】
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第４の整合フィルタと、前記第４の整合フ
ィルタは、第４の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第４のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、をさらに備え、
　ここにおいて、前記比較器は、前記第４の出力に結合された入力をさらに備える、請求
項２８に記載のモバイルデバイス。
【請求項３１】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　受信された直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）
を決定するためのＣＩＲユニットと、
　前記ＣＩＲユニットの出力に結合された第１の整合フィルタと、前記第１の整合フィル
タは、第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモード
で前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第２の整合フィルタと、前記第２の整合フ
ィルタは、第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記第１の出力および前記第２の出力に結合された入力を有する分類器と、前記分類器
は、前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するため
のものである、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項３２】
　ノーマライザをさらに備える、請求項３１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３３】
　前記分類器は、比較器を備える、請求項３１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３４】



(5) JP 2015-537488 A5 2016.3.3

　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第１
の時間領域の抽出された特徴を生成するための第１の時間領域特徴抽出器をさらに備える
、請求項３１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３５】
　前記第１の時間領域特徴抽出器は、２つの最大ピークの関数を備える第１の時間領域の
抽出された特徴を備える、請求項３４に記載のモバイルデバイス。
【請求項３６】
　前記２つの最大ピークの関数は、２つの最大ピークの相対的な振幅を備える、請求項３
５に記載のモバイルデバイス。
【請求項３７】
　前記第１の時間領域特徴抽出器は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセットを備える第
１の抽出された特徴を備える、請求項３４に記載のモバイルデバイス。
【請求項３８】
　前記第１の時間領域特徴抽出器は、ピークエネルギーおよび平均エネルギーの関数を備
える第１の時間領域の抽出された特徴を備える、請求項３４に記載のモバイルデバイス。
【請求項３９】
　前記ピークエネルギーおよび前記平均エネルギーの前記関数は、前記ピークエネルギー
と前記平均エネルギーとの間の比率を備える、請求項３８に記載のモバイルデバイス。
【請求項４０】
　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第２
の時間領域の抽出された特徴を生成するための第２の時間領域特徴抽出器をさらに備える
、請求項３４に記載のモバイルデバイス。
【請求項４１】
　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第３
の時間領域の抽出された特徴を生成するための第３の時間領域特徴抽出器をさらに備える
、請求項４０に記載のモバイルデバイス。
【請求項４２】
　高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力
に結合された第１の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第１の周波数領域特徴
抽出器をさらに備える、請求項３１に記載のモバイルデバイス。
【請求項４３】
　前記第１の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード２信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード２信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項４２に
記載のモバイルデバイス。
【請求項４４】
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第２
の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第２の周波数領域特徴抽出器をさらに備
える、請求項４２に記載のモバイルデバイス。
【請求項４５】
　前記第２の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード３信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード３信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項４４に
記載のモバイルデバイス。
【請求項４６】
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第３
の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第３の周波数領域特徴抽出器をさらに備
える、請求項４４に記載のモバイルデバイス。
【請求項４７】
　前記第３の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード４信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード４信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項４６に
記載のモバイルデバイス。
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【請求項４８】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ユ
ニットと、
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力と第１の周波数領域の抽出された特徴を生成する
ための出力とを有する第１の周波数領域特徴抽出器と、
　前記出力に結合された入力を有する分類器と、前記分類器は、第１の出力および第２の
出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するためのものである、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項４９】
　前記第１の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード２信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード２信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項４８に
記載のモバイルデバイス。
【請求項５０】
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第２
の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第２の周波数領域特徴抽出器をさらに備
える、請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記第２の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード３信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード３信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項５０に
記載のモバイルデバイス。
【請求項５２】
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合された第３
の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第３の周波数領域特徴抽出器をさらに備
える、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記第３の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード４信号に関するヌルと、前記ＣＳＤ
モード４信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、請求項５２に
記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算するための手段と、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための
手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項５５】
　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定するための前記手段は、前記第１の出力、前記
第２の出力および前記第３の出力の最大値を選択するための手段を備える、請求項５４に
記載のモバイルデバイス。
【請求項５６】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
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バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算するための手段と、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合するための手段と、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項５７】
　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域における第１
の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、請求項５６に記載のモバイルデバイス。
【請求項５８】
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換するための手段と、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、請求項５６に記載のモバイルデバイス。
【請求項５９】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するためのモ
バイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換するための手段と、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出するための手段と、
　分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項６０】
　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード３信
号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、請求項５９に記載のモバイルデバイス。
【請求項６１】
　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード４信
号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、請求項６０に記載のモバイルデバイス。
【請求項６２】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するための不
揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記憶媒体は、
その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロセッサによ
って実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
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　　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定すること
と、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６３】
　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることを行うためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
および前記第３の出力の最大値を選択することを備える、請求項６２に記載の不揮発性コ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６４】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するための不
揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記憶媒体は、
その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロセッサによ
って実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合することと、
　　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６５】
　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域における第１
の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　を行うためのコードをさらに備える、請求項６４に記載の不揮発性コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項６６】
　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定するための不
揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記憶媒体は、
その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロセッサによ
って実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２
信号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出することと、
　　分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６７】
　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード３信
号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　を行うためのコードをさらに備える、請求項６６に記載の不揮発性コンピュータ可読記
憶媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　[0088]　開示された態様の先の説明は、いかなる当業者であっても、本開示の製造また
は使用を可能にするように提供される。これら態様への様々な修正は、当業者にとって容
易に明らかとなり、ここに定義した一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱す
ることなく他の態様に適用されうる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定する
ためのモバイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと
、
　を備える、方法。
［Ｃ２］　前記第２の出力を正規化することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタすることをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
および前記第３の出力の最大値を選択することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記第２の出力および前記第３の出力を正規化することをさらに備える、Ｃ３
に記載の方法。
［Ｃ５］　第４の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第４のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタすることをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
、前記第３の出力および前記第４の出力の最大値を選択することを備える、Ｃ３に記載の
方法。
［Ｃ６］　前記第２の出力、前記第３の出力および前記第４の出力を正規化することをさ
らに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定する
ためのモバイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合することと、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を備える、方法。
［Ｃ８］　少なくとも前記第１の出力および前記第２の出力を正規化することをさらに備
える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域にお
ける第１の特徴を抽出することと、
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　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記第１の抽出された時間領域特徴は、２つの最大ピークの関数を備える、
Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記２つの最大ピークの関数は、２つの最大ピークの相対的な振幅を備える
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記第１の抽出された時間領域特徴は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセ
ットを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記第１の抽出された時間領域特徴は、ピークエネルギーおよび平均エネル
ギーの関数を備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記ピークエネルギーおよび前記平均エネルギーの前記関数は、前記ピーク
エネルギーと前記平均エネルギーとの間の比率を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　第２の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの第２の時間
領域特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１６］　第３の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの第３の時間
領域特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１７］　前記第１の抽出された時間領域特徴は、２つの最大ピークの関数を備え、前
記第２の抽出された時間領域特徴は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセットを備え、前
記第３の抽出された時間領域特徴は、ピークエネルギーおよび平均エネルギーの関数を備
える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記第１の出力、前記第２の出力、前記第３の出力および前記第４の出力の
うちの少なくとも３つを正規化することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］　既知のＣＳＤモードをそれぞれ有するＣＩＲ信号を用いて、トレーニング期
間中に前記分類器をトレーニングすることをさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ２０］　未知のＣＳＤモードをそれぞれ有するＣＩＲ信号を用いて、動作期間中およ
び前記トレーニング期間の後に前記分類器を動作することをさらに備える、Ｃ１９に記載
の方法。
［Ｃ２１］　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ２２］　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード３信号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード４信号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスにおける方法であって、前記方法は、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する周波数領域における第１の特徴を抽出することと、



(11) JP 2015-537488 A5 2016.3.3

　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２５］　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード３信号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード４信号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　受信された直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）
を決定するためのＣＩＲユニットと、
　前記ＣＩＲユニットの出力に結合された第１の整合フィルタと、前記第１の整合フィル
タは、第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモード
で前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第２の整合フィルタと、前記第２の整合フ
ィルタは、第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記第１の出力および前記第２の出力に結合された入力を有する比較器と、前記比較器
は、前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するため
のものである、
　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ２８］　前記第２の出力を受信するように結合されたノーマライザをさらに備える、
Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２９］　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第３の整合フィルタと、前記第
３の整合フィルタは、第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３
のＣＳＤモードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、をさらに備え、
　ここにおいて、前記比較器は、前記第３の出力に結合された入力をさらに備える、Ｃ２
７に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３０］　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第４の整合フィルタと、前記第
４の整合フィルタは、第４の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第４
のＣＳＤモードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、をさらに備え、
　ここにおいて、前記比較器は、前記第４の出力に結合された入力をさらに備える、Ｃ２
８に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３１］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　受信された直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）
を決定するためのＣＩＲユニットと、
　前記ＣＩＲユニットの出力に結合された第１の整合フィルタと、前記第１の整合フィル
タは、第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモード
で前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記ＣＩＲユニットの前記出力に結合された第２の整合フィルタと、前記第２の整合フ
ィルタは、第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモ
ードで前記ＣＩＲを整合フィルタするためのものである、
　前記第１の出力および前記第２の出力に結合された入力を有する分類器と、前記分類器
は、前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するため
のものである、



(12) JP 2015-537488 A5 2016.3.3

　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ３２］　ノーマライザをさらに備える、Ｃ３１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３３］　前記分類器は、比較器を備える、Ｃ３１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３４］　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第１の時間領域の抽出された特徴を生成するための第１の時間領域特徴抽出器をさ
らに備える、Ｃ３１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３５］　前記第１の時間領域特徴抽出器は、２つの最大ピークの関数を備える第１の
時間領域の抽出された特徴を備える、Ｃ３４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３６］　前記２つの最大ピークの関数は、２つの最大ピークの相対的な振幅を備える
、Ｃ３５に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３７］　前記第１の特徴抽出器は、ＣＳＤモードからの最大時間オフセットを備える
第１の抽出された特徴を備える、Ｃ３４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３８］　前記第１の時間領域特徴抽出器は、ピークエネルギーおよび平均エネルギー
の関数を備える第１の時間領域の抽出された特徴を備える、Ｃ３４に記載のモバイルデバ
イス。
［Ｃ３９］　前記ピークエネルギーおよび前記平均エネルギーの前記関数は、前記ピーク
エネルギーと前記平均エネルギーとの間の比率を備える、Ｃ３８に記載のモバイルデバイ
ス。
［Ｃ４０］　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第２の時間領域の抽出された特徴を生成するための第２の時間領域特徴抽出器をさ
らに備える、Ｃ３４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４１］　前記ＣＩＲユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第３の時間領域の抽出された特徴を生成するための第３の時間領域特徴抽出器をさ
らに備える、Ｃ４０に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４２］　高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ユニットに結合された入力を有し、かつ前記分
類器の入力に結合された第１の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第１の周波
数領域特徴抽出器をさらに備える、Ｃ３１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４３］　前記第１の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード２信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード２信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
４２に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４４］　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第２の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第２の周波数領域特徴抽出器
をさらに備える、Ｃ４２に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４５］　前記第２の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード３信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード３信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４６］　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第３の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第３の周波数領域特徴抽出器
をさらに備える、Ｃ４４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４７］　前記第３の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード４信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード４信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
４６に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４８］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ユ
ニットと、
　前記ＦＦＴユニットに結合された入力と第１の周波数領域の抽出された特徴を生成する
ための出力とを有する第１の周波数領域特徴抽出器と、
　前記出力に結合された入力を有する前記分類器と、前記分類器は、第１の出力および第
２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するためのものである、
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　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ４９］　前記第１の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード２信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード２信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
４８に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５０］　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第２の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第２の周波数領域特徴抽出器
をさらに備える、Ｃ４８に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５１］　前記第２の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード３信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード３信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
５０に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５２］　前記ＦＦＴユニットに結合された入力を有し、かつ前記分類器の入力に結合
された第３の周波数領域の抽出された特徴を生成するための第３の周波数領域特徴抽出器
をさらに備える、Ｃ５０に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５３］　前記第３の周波数領域特徴抽出器は、ＣＳＤモード４信号に関するヌルと、
前記ＣＳＤモード４信号に関する前記ヌルの隣接サブチャネルとの間の比率を備える、Ｃ
５２に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５４］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算するための手段と、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための
手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ５５］　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤ
モードで前記ＣＩＲを整合フィルタするための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定するための前記手段は、前記第１の出力、前記
第２の出力および前記第３の出力の最大値を選択するための手段を備える、Ｃ５４に記載
のモバイルデバイス。
［Ｃ５６］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算するための手段と、
　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで前
記ＣＩＲを整合フィルタするための手段と、
　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合するための手段と、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ５７］　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域に
おける第１の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、請求５６に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５８］　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換するための手段と、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出するための手段と、
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　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ５６に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５９］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るためのモバイルデバイスであって、前記モバイルデバイスは、
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信するための手段と、
　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換するための手段と、
　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２信
号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定するための手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
［Ｃ６０］　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード３信号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ５９に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ６１］　第３の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード４信号に関する前記周波数領域における第３の特徴を抽出するための手段と、
　前記分類器に前記第３の抽出された周波数領域特徴を提供するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ６０に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ６２］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るための不揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記
憶媒体は、その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロ
セッサによって実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　前記第１の出力および前記第２の出力の最大値から前記ＣＳＤモードを決定すること
と、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ６３］　第３の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第３のＣＳＤ
モードで前記ＣＩＲを整合フィルタすることを行うためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＤモードを決定することは、前記第１の出力、前記第２の出力
および前記第３の出力の最大値を選択することを備える、Ｃ６２に記載の不揮発性コンピ
ュータ可読記憶媒体。
［Ｃ６４］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るための不揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記
憶媒体は、その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロ
セッサによって実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　前記ＯＦＤＭ信号のチャネルインパルス応答（ＣＩＲ）を計算することと、
　　第１の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第１のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　第２の出力を生成するために、前記複数のＣＳＤモードからの第２のＣＳＤモードで
前記ＣＩＲを整合フィルタすることと、
　　分類器に前記第１の出力および前記第２の出力を結合することと、
　　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
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［Ｃ６５］　第１の抽出された時間領域特徴を生成するために、前記ＣＩＲの時間領域に
おける第１の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第１の抽出された時間領域特徴を提供することと、
　を行うためのコードをさらに備える、Ｃ６４に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒
体。
［Ｃ６６］　複数のサイクリックシフト遅延（ＣＳＤ）モードからＣＳＤモードを決定す
るための不揮発性コンピュータ可読記憶媒体であって、前記不揮発性コンピュータ可読記
憶媒体は、その上に記憶されたプログラムコードを含み、前記プログラムコードは、プロ
セッサによって実行されると、
　　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号を受信することと、
　　Ｉ／Ｑサンプルをチャネル周波数応答（ＣＦＲ）に変換することと、
　　第１の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤモード２
信号に関する前記周波数領域における第１の特徴を抽出することと、
　　前記分類器に前記第１の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　　前記分類器の最大値から前記ＣＳＤモードを決定することと、
　を行うためのコードを備える、不揮発性コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ６７］　第２の抽出された周波数領域特徴を生成するために、前記ＣＦＲからＣＳＤ
モード３信号に関する前記周波数領域における第２の特徴を抽出することと、
　前記分類器に前記第２の抽出された周波数領域特徴を提供することと、
　を行うためのコードをさらに備える、Ｃ６６に記載の不揮発性コンピュータ可読記憶媒
体。
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